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参考に…

診察依頼兼

診察結果報告書

17

糖尿病性腎症
重症化予防事業

保健指導フロー図

16

問題 無

【受診勧奨】

通院中→レター

通院歴なし

・中断疑い

→電話の後レター

【保健指導①】

来所相談

（場合により

訪問）

Drからの報告 要指

導 A

【保健指導②】

電話相談

治療継続状況

意欲・生活改

善状況確認

【翌年のレセプト・健診

結果確認】

【翌々年のレセ

プト確認】

問題

有

Drからの報告 医療

管理・異常なし B

【保健指導①】

電話相談

・受診時お礼

・病態・治療へ

の理解度確認

・生活改善状況

確認

問題があれば保

健指導勧奨

保健指導

希望あり

保健指導希望 無

Drからの報告無

定期的な受診が確

認できている人 D

Drからの報告無

受診が確認できな

い人、中断疑い C

【レセプト確認】
継続受診の確認（年度末までに実施）

【レセプト確認、受診勧奨】

受受診診のの確確認認がが取取れれたた場場合合

→【保健指導①】電話相談 Bの相談内容、支援方法に準じて実施

受受診診のの確確認認ががととれれなないい場場合合

→電話による受診勧奨（３回以上つながらない場合はレターによ
る勧奨）

３か月後にレセプト再確認、受診勧奨、翌年度健診結果確認

【保健指導③】

電話相談

治療継続状況

意欲・生活改善状況確認

悪化などが認められた場合

【保健指導③④】

来所または電話相談

病態、治療方針の理解

意欲、生活改善状況を伺って、
再度フォロー者とする。

場合によっては専門医紹介

糖尿病性腎症
重症化予防事業
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印西市

糖尿病性腎症重症化予防事業
【評価方法・結果】

a の対象者に対して

短期的評価 受診または治療継続者の状況 単位：人（％）
（年度末評価）

19

年度 対象
人数

介入前から受診 介入により受診 期間内受診確認できず

期間中治療継続 期間中治療継続 期間中治療継続
Ｒ１ 76 40（構成比52.6）

40（継続率100）
22（構成比28.9）
22（継続率100）

13（構成比17.1）
13（継続率 0）

Ｒ２ 66 34（構成比51.5）
34（継続率100）

9（構成比13.6）
9（継続率100）

23（構成比34.8）
23（継続率 0）

※期間内受診確認できずの内、Ｒ１年度の１２人、Ｒ２年度の２２人は事業
案内が１２月以降のためレセプトによる受診確認が年度内にとれなかった人

糖尿病性腎症重症化予防事業
【評価方法】
a の対象者に対して
短期的評価 受診または治療継続者の割合
（年度末） 保健指導実施者の指導効果

生活改善への取り組み意欲・行動ステージの改善

中期的評価 治療継続の状況
（翌年度評価） 翌年度健診での検査値の状況

HbA1c7.0％以下である
eGFRの下降が5ml/min./1.73㎡未満である

長期的評価 新規透析導入者の増加抑制
（５年から10年先） 医療費増加抑制と思っていますが… 18
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糖尿病性腎症重症化予防事業
【評価方法・結果】

a の対象者に対して
中期的評価（翌年度評価）

治療継続の状況・翌年度健診結果の状況

21

項目 Ｒ１年度
（H30年度対象者の状況）

Ｒ２年度
（Ｒ１年度対象者の状況）

Ｒ１.10
レセプト

Ｒ１年度健診受診者
15人

Ｒ２.11
レセプト

Ｒ2年度健診受診者
24人

HbA1c
7.0％以上

eGFR
5ml/min.
/1.73㎡以
上の下降

HbA1c
7.0％以上

eGFR
5ml/min./
1.73㎡以
上の下降

受診継続（服薬・定期的な検査） 11 3 65 6 1
受診につながらない・中断可能性が高い 10 3 2 4 1 0
異常なし 2 0 1 - - -
資格喪失・海外赴任・他疾病管理優先 5 - - 7 -

28 3 6 76 7 1

糖尿病性腎症重症化予防事業
【評価方法・結果】

a の対象者に対して

短期的評価 保健指導実施者の指導効果 単位：人（％）
（年度末評価）

20

年度 対象
人数

保健指導
実施人数

保健指導
継続実施
者数

意識・行動
ステージの
改善

生活改善
目標の達成

備考

Ｒ１ 19 18 7 7
（100）

7
（100）

1
（保健指導拒否）

Ｒ２ 29 28 20 11
（55）

16
（80）

1（連絡不通）

Ｒ2年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受け、運動面を中心に
行動ステージの改善、目標の達成ともに進まなかった。


